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坊主 オ オ ムギの分 類 と遺 伝 の研 究
第2報 坊 主 品 種 の 遺 伝 分 析 1
高 橋 降 平* ･林 二 郎
坊主オオムギはすべての側列花が完全に稔実する点で六条篠と見なされる.しかしその
多くは側列花に巴を欠き,たまに短だあるいは中空をつける種類もあるが,いずれも主列
智 こ比し異常に矩い点で普通の六条型と区別される.そして,坊主品碇には主列の芭長に
関し著しい変異が認められる.
坊主オオムギの巴長の泊伝研究はわが国で初めて Ikeno(1917)により行われ,その後
も多くの研究が国の内外で報告されている.しかし最近の25年は全くこの種の研究椎告
がなく,しかも現在までに詳細な研究対象となっただ塾の種類はごく限られている.従っ
て今後の研究に侠つべきものが多い.なお Engledow(1921,1924)や Schulte(1955)そ
の他が実験的にも示しているように,坊主オオムギの巴の伸長は格別に環境の影響を強 く
うけるようである,ために,同名の材料を取扱っているに拘わらず,研究者により記｣胴 ､
多少とも児なり,泊伝研究結果の結論にも若干の迎いを生じているように思われるもの浴
ある.従って,坊主オオムギ品都の己の変異全般にわたる追伝様式を明確にするには多く
の材料について可なり組織的な研究を必要とする.
本報では,最初に坊主オオムギの-LL'型の避伝に関する既報の結果を整理して紹介し,令
まれる若干の問題′黄を指摘する.ついで,著者らの得た迫伝実験の結果を述べ,とくに坊
主品魔のだ穂型を決定する泊伝子と粂性池伝子との関係を諭ずる.なお,今後の研究の参
考資料として,二つの予備的実験の結果をも記述してktく.
従 来 の 研 究
巌も多くう退伝解析の行われた坊主オオム車の柿板は主 ･側列とも無だあるいはごく短だ
(awnletted)のもので,主列長だ ･側列鯉だ型がこれに次く､.その他のeL=型の研究はごく
少ない.
1. 主列長だ ･側列無iLtPiJ.-(nudihaxtoni)について
Glinyany(1937)は六条株安の1変篠 nudihaxtoniと三叉亡廿の六条品種との雑種の
F2-F4における行動から,不完全鯉性の単一逓伝子 Nが側列巴の発育を抑制することを
明らかにした.Leonard(1942)も同名の品稀を片親にした数交雑のF2とF8世代a_)調禿
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により,同様な結果を得,その遺伝子を Irと名づけた.この迫伝子は-テロ(Lrlr)の
状態では側列己の抑制が不完全である点からみて,むしろ不完全擾性退転子というべきで
あろう.氏は Irlrは六条過伝子 vvが存奄するときのみ作用を発現するという.なお,
Robertsonら (1944)は Englawnlessのもつ二条の主列だ'抑制退転千 Ikが Vvと完全
連鎖していることを示し,さらに Ikはこの Irと筏対立していると述べている.
2. 主 ･側列触‡空型について
Park(1923)は完全無-et:あるいは側列佃だ ･主列失弓師巴の晶柿 Arlingtonawnlessと
六条 ･三叉だ品種との交雑のF2とF3について調べ,不完全憧性のS遺伝子が三叉I空や
長亡'+(Hとh)の発現を抑制することを認めた.LitzenbergerandGreen(1951)も同
名の品種を用い巴の逓伝を調べた.その結果,この品種は本来側列無だ ･主列短だ製で,
不完全陸性の Irl過伝子がこの特性を発現し,これと第4染色体上の矩聖地伝子 Ik5との
共存により,主 ･側列とも完全無だとなると結諭した. しかし,lk.(第1染色体上の短
t+池伝子 Ik之に当たる.EslickandHocke亡1967)は Ik,のような作用はないという.
Schulte(1955)も同名の Arlingtonawnlessを用い巴の遺伝解析を行っている,この系
統は主列亡+長が2-30mmで,var.harlaniとして記載されているが.その特性は単-
の不完全優性追伝子 Ikにより支配されるとした.この Arlingtonawnlessという品種は
倉敷で秋播したときも,年次により主 ･側列の巴が全く伸びないことや可なり伸長するこ
とがあることからみて,上述の3研究の材料の記載の違いは遺伝的原因というより,おそ
らく実験環境の差によるものであろう.
主 ･側列無巴につ いての泊伝研究は Arlingtonawnless以外の数品唖につ いても行
われている.Schulte(1955)は日本原産と推測されている宙穂の完全無∈系統,var.
dundar-beyiを西アナトリヤから得て, これと六条長Ltの3品種との雑種のF2とF3に
おける分離を調べた.その結果,本系統の無だ性は別列無ei=･主列尖頭 (gespitz亡)をも
たらす上述したものと同じIh泊転子と短だうな伝子hとの共存によるとした.このhは梓
や穐剛節間を多面的に短縮する作用や,掲収の写実からみてもuz過伝子と推定される.
さらに,Sclul亡eは中国の育成品種で,側列無だ ･主列尖頭の Wongが上述の2品低の
もつ避転子と相同のIkを持つことを示した.ÅbergandWiebe(1946)によると,Wong
は主列芭 0-7cm,側列0-3cm と記収されているが,当倉敷でも, この品種のLt長に
この程度の年次間変動がみられる.
Myler(1942)は安定した完全無だ性を示す系統 AwnlessC.I.5631を片親とした4
交紳こついてその特性の遺伝を調べ,側列無だ ･主列ごく短だ (awnletted)をもたらす
Ikと,短だ遺伝子 Iklとの共存によることを示した,なお,これらの対閥 の分離世代に
おいて区分された疎穂塾と否穂塾は写真から推定すると並 ･渦逝転子によると考えられる
が,渦逝伝子が巴長に及ぼす膨轡については全 く触れていない.
以上は完全無だ性が 1遺伝子あるいはそれと1短だ迫伝子との共存により発現されるこ
とを示した結果であるが,Ikeno(1917′1925)は完全無だ品種 "のげなし" の特性が
側列l='～だけを抑制する不完全七割生地伝子 IIと2つの劣性退伝子 aaと eeとの共存によ
ることを示 した.なお, この研究 で nudihaxtoniと同じような側列無亡 ･主列長だが
IIAAEE泊伝子型により発現されることを記している.
26 化学 研 究
3, そ の 他
三宅 ･今井 (1922)は側列撫巴の数品機と六条の全だ (普通)品範との交雑の F2では
いずれも側列無巴盟と全だjBと両者の中間型がl:1:2の比に分離することから,側列だ
抑制泊伝子 Iの幽与することを推定 した.そしてある種の交雑のFZでは完全無とは1/
64(3劣性), また無だ×二条真空のF之では1/256(4劣性)だけ現れると述べている
が,詳細な記述はない. このほか,ある坊主品椀の側列短だ性は側列無巴のI遺伝子に
対し単劣性の L′に支配され, これは側列長だ (据 瓦の六条)の i迫伝fに対しても劣性
である.したがって, この後対弟における蛙性の順位は I(側列無だ)>i(側列長と)>i′
(側列短巴)であるという.
赤藤 (1947,1948)はLLt私塾1.の異なる多くの坊主品健や普通の長Lt品種の相互間に多数
の交雑を行い,雑塩分離世代におけるt*槻型の分離状況の解析の結果,主 ･側列の巴長を
異なる程度に抑制する4種類の坊主迫伝子 I.Za,Ia,および I.(i-正常と)を含b･復対
系列の存在を確かめた.そして この複対迫伝子のほか,不完全陸佐の巴長研勢迫伝子NL
とN2や軟だ化作用を伴なうM迫伝子がオオムギの芭長を支配することを明らかにし,
とくに各遺伝子の主列および側列の芭長に対する支配価 (長だ塑からの短縮血)および遺
伝子相互の働き合いの状況を純査した.ここでは4笹の]iJj主型系統b～ eのど型決定に与
かるZ系列の4退広子Z1-I.,の各々が ホモ状態にあるとき,標轡の長tr型 a(ii)品柾の
主列および側列だ長を抑制する良さの推定丑だけを Tablelに示した.なお,赤藤はこ
のうちZ2は IkenO(1925)のいうZ泊転子と同じものであると推定している.
Table i, AlistOftheestlmated reducllgeffectsofthefourinhlbLtOry
auelC factors I1-I.inhornozygous conditionsOn theleng【hsof
celtralandlateralawns.ThiswassumrnarlZedfrom thegenetic
studymadebyShakudo(1947,19`18)
Descriphonof
awntype
a.standardor
ordinary
longawntype
b.lateralawn
sl)ghtlyshor[
C.lateralyawn-
1ess(ccntraly
longaWned)
d.lateralyawn-
1ess(centralawn
short)
e.compleLely
aWnless
Aleles NanleOf *Lelgthof *LengH10r
variety centralElWn(cm) later=tlEIWn(Cl-1)
l'i Taisl16-mugl
llII Zukk0 -0164土0444 -2514土0984
I2 I2 日onagashlr0 -1912土0133 -12892土0224
IaI3 Murasak1 -4.536±0288 -ll630
比adaka
I.I. ㌍nLCrmedhlm -13.230土0326 -】2077土0430
ha;tLOli(?)
*ReducedlengthoEawnfronl[ha[ofLhestandard(atype)variety.
**A【.lingtonawnlessm'lybel【scol~reetname.
実験 材料 と方法
迫伝実験は3種炉行った.Table2には叔初の実験に用いた5品種 (系統)の特性を示
した.(1),(2),(3)の系統ほいずれも赤藤 (1947.1948)がその実験に用 いたもの
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を後年京都大学良学部育柾学教室から萩り受けたもので,その･LE型からみて (1)拙長日
はI2I2,(3)丹波白1号は ii迫伝子を持つものとみなされる.(2)の系統は穂長日と同
じ巴形を意味する H.intermedium haxtoru'の名がつけられていたものであるが,それ
は主 ･側列ともほとんど無色であり,赤藤が I.I.をもつことを報告していることからみ
て,この変種名が誤記によるものと推定された.そして,この系統は,当研究所-米国か
ら導入した Arlingtonawnlessに冊似し,かつ,それとの交雑の FlとF2で両親とは興
なる形を示す個体を生じなかったので,混乱をさけるため,本報ではこの系統を Arling-
tonawnlessと改称した.
Table2. Characteristicsofthematerialsusedforthefirstexperlment
lTIo.Nameofvariety Latinname Characlerislics
1 Honagashir'o* monLanum six-rowed,centrallylong(102mm)awn,
(≒haxlon‡) laleralyawnless
2L ArlingtonalVnless* ionsum six-rowed,awnlesslnbothcentraland
lateralsplkelets
3･ TanbaJirol* hybernum six･rowed,centraly(110mm)and
latera】lylongawlCd
4･ E.36 de/mens centralspikele〔slong-awned,laterals
muchreduced
5･ ine-me23 LJlerme two-rowed,centralsplkeletsawnless
*UsedbySyakudo(1947,1948).andreceivedlaterfrom KyotoUniversity,
交新は(1)と(2)のJJ主品種と粂性および亡の特性の搬なる3品種 (3),(4)および
(5)とのr川に行った.得['れた 6交雑のうち,(5)inerme23との2交雑については F2
個体のすべてについて迎伝=1-型確認のため F1検定を行った.しかし,(3)丹波白 1号と
(4)El36との4交雑の場合は F2胴体の表現型調査後,区分された3群の表現型のうち,
内規と同型と見なされた個体群から各20を,また-テFZ塾と推淀された揮からは30をそ
れぞれ抽出してF3検定を行った結束に逓づきF2の遺伝子型数を推定した.
第2の:･公転実験は,上述した 1=Z.intermedium haxloniの系統中に混在していた,側
列Lt長 17-20mm,主列巴長約 50mm の一見半と様形態を示す個体を主材料としてその
巴型の遺伝分析を行った.この胡料をHIHと仮称する.遺伝突放に供用した品種 (系統)
名と特性は Table3に示した.交鰍 よH工H を片親として, 7-13にわたる二条や六条
の長だ品位や雌々の坊主品健との関に行い,F2における巴船型の分離を制べた.
第3奨験).Ji異なるILtの発育を/示す坊主品種の特性退伝の概要を把握し,同和 こどのよう
な品種が短芭遺伝了を含むかを推知する目的で計画した.そのため,側列無とであるが,
主列だ貢については22mm から73mm にわたる一連の変異を示す坊主品種11と,側列
だ長が20-32mm で,主列巴長 92mm 以上を示す,いわゆる半巴型の3系統の計 14系
統を選び,これらと六条長と品種夏大根安との間に交雑を行い,それらのF之における亡
袖型の分級を制べた.供用品称名は後に Table6に示す.
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Table3 CharacterlStlCSOfthematerialsusedforthesecondexperiment
No.Nameorvarie亡y Laいnname Characterishcs
6. HIH-short_awれ
7･ Natsudalkon-mug1
8･ Nlgrinudum
9 Mlnn.90-5
10. IshlkawaBozu
ll. PalSha-Tayeh1
12. OharaBozu
13･ HayaklSO2
hybernum
ntgrmudum
erecLum
dundar-beyl
tonsum
Jwrlant'
harlanL'
sIXイOWed,covered,laxspike.shorLaWned
six-rowed.covered.lax,long-a＼vned
two-rowed,naked,lax.long-aWned
two-rowed.covered,dense,lonE;-aWned
stx-rowed,covered,compLetelyawnless
verydensesplke
six-rowed.covered.completelyaWnless,
laxsplke
slX-rowed.naked,uzu亡ype.densesplke
centrallymedium long-aWn.lateraHy
awnless
six-rowed,covered,densespike.centl-ally
medium long-aWned,laterallyawnless
実 験 結 果
1. 第 1実験一橋長白と ArlingtonawnleBSの苦穂型の遺伝
2種薪の側列無亡品椛(1)楓長日 (主列長と)と (2)Arlingtonawnless(よ列も無
ど)に,(3)丹波自1号(普通六条長だ),(4)E.36(deficiens長e)および (5)inerme
23(二条完全無だ)の3品種をそれぞれ交雑して得た6機構のFl北種の上 ･側列の巴良
と穎花の特性を Table4A に示した.本義から次のことが指摘される.(1)穂長白のも
つ退伝子は丹波白およびE.36の主列と長に膨潤Lないが,丹波白との Flで側列t+長を
半減し,一方 E.36の側列花を二条即 二近い,退化した価だ澱と化する.(2)Arlington
aWnlessのもつ辿転子は丹波白およびE.36の主列だ長を若干短 くし,同時に側列花の
巴の発育を著しく抑制する. しかし,側列熱化の発育に関しては,六条退伝ナ γと同じ
く,普通六条の丹波白の側列花の形には全く影響せず,E･36のもつ VLとのjt=存で二条
型の側列花に近い形を生じる.(3)inerme23のもつ退伝子 (おそらくIh)は両坊主品
種の主列己を完全に抑制し,側列花の発育に関しては二条退伝子 V と同じように,V-V
(-テロ)型の形をもたらす.
つきに,これら6交雑のF2におけるだ絶唱の分離状況を調へ, さらに F3検定を行っ
て F巳における各地伝子型数の推定を行った.結果を Table4Bに示す. この調丑にお
いて, Arlingtonawnlessとの交雑a)場合は, F2における両親の型を,示す個体と上述
の Fl型個体の識別は比棟的容易で,その分規は Fa検定結果と完全に一致した･ しか
し,主列長l=+ ･側列無巴の職長白との雄健, とくに これと E･36(deRciens長と)千
inerme23(二条無1=)との F2雑唖の場合は,Fl雑慢型個体と親塑 (deRclenSや二条)
との区別は側列花の発育の俺かな差に基づいて行わなければならないため,F2の表現)ll_
では正確に行えず,F｡検定による補正を必要とした.何れにしても,Table4Bに示す
ように,6種の交雑の何れの場合も,両親型とFl雑種型とは1:1:2の比に分離したこ
とが認められた.
この結果から次のことが指摘できる.穂長日の穂の特性である主 ･側列穎巣の完全稔性
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Table4, ResultsofthefirstexperlmenlwiththesixcrossesjndLCaled
(A)SpikecharactersoftheFIplarl亡S
1,flonagashiro(?) 2･Arlingtonawnless(?)
central sp ikelet )ateralsplke leL centralspLkelet late ra l sp Lkelet
3.TanbajlrO1 longawn,fertile middlelongawn awれ60-80mm tippedawn～30
fertle Long,fertile mm,fertile,
4 E.36 longawn,fel.tile awnless.palea au,nshort, awnveryshort,
SIZeaS ln
21rOWedform
5 inerme23 awnless.fertile awnless.palea
l∴Uheterotype
fertile paleasmaler
thanthatol
2-rowedform
awnless.fertile awnless.partly
fertile.V-u
heterotype
(B)SegregationofF2genOtyPeS
Crosses NumberofF2genOtypeS
PI X P2 Pltype Fltype P2type
Total x2 P
Honagashiro x Tanbajiro1 61 138 68
〝 × E.36 138 229 104
/ × 1nerme23* 1]2 210 93
Arlington
awnless
× Tanbajirol 135 260 128
× E.36 151 330 147
× ilTerme23* 85 177 85
267 0,670 0.8-0,7
471 5.267 0.ト0.05
415 1,800 0.5-03
523 0.207 0.95-0.9
628 1.682 0,5-0.3
347 0141 0.95｣).9
*FaProgenyles亡wasperformedforautheF2individuals,butintheotherfour
crossesapartoFtheF2Pla1亡swereusedforFateSLl.
(六条性)と主列長だ ･側列鯉巴という形動 ま単一 の半優性遺伝子に同時的に支配され
ることを/1毒す .同様に Arlingtonawnlessの特性である主 ･側列可稔性と主 ･側列無
亡性も単一 の半硬性迫伝千による.そ して. これは2種塀の遺伝子が u(六条長だ),
I/I(deficiens長巴)および Jk(二条鍵だ)の3遺伝子と対立しており,この実験の範剛
では主 ･側列巌菜の稔性 (いわゆる灸性)と巴迫と間に飢かえ現象は認められなかった.
したがって,2種の坊主遺伝Ifと3柾の粂性迫転子 V,V/,lkとは同一退伝子座にあると
推論された.
2. 第2実験-JIIHの苦型の遺伝について
京都大学から受領した HH.intermedium haxtoni"と名づけられた系統中には,前述
した Arlingtonawnlessに抜当する主 ･側列柵だ個体のほかに,それよりも若 l-王 ･側
列の巴が伸びた く`半だ"型の個体を混じていた.それで,これが,赤藤 (1947,1948)の確
認しただ長抑制迫伝子系列のうちの何れを持っているかを調べる目的で,ここで HIH と
名づけた半だ型個体と Table3にかかげただ長や粕型の興なる7品種との問に交雑を行
った･Table5にはそれらの交雑から得た F.とF2世代におけるだ穂型の分離状況を示
した.
Table5で,せず,長との六条塑品種変大根安との雅掛こついてみると,FLは完全な
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Table5 Splkechar'lCterlStlCSOfFIandF皇PlenOtyPeSappearedinthe
SeVenCrOSSeSOfashorLawnedvar.HIM.With3long-aWned(upper)
and4laterallyawnless(lower)cu7Livars
HIH(shorトawned)
AWnlengtholFI F望phenotypes
crossedwl【h central lateral
Two-rowedSix-rowed
longshort Longshort
＼a【sudaikOnMugi long lolg
Nigrlnudunl to一l.Lて 76 21
Mlnn.00-5 lolg 169 55
IshlkawaBozu short no 312*
Paisha-Tayeh1 short no 246事
01laraBozu med.long no 199*
HayaklSO2 med.long no 196●-
Total x2 P
L31 54 185
23 9 129
51 19 297
0 105 417
68 17 331
43 23 265
40 24 259
1732 2-.1
0750 .9-.8
0092 > 99
0.007 .95-.9
1.227 7-5
3403 ,2-.1
5292 .1-.05
*Sュx-rowed,laterallyawnlesstype.
長だ六条型となり, F2で長だ六条と, HIH に5-似の六条短Lt型とが 3:1の比に生じ
た.したがって,HIH のEt-pの特性は単軌牡の短だ池伝子の1種によるものであり,ふつ
う不完全匪性を示す坊主退伝子の萩焼によるものではないことがわかる.また,二条長巴
の Nigrinudum や Minn.9015との交経では FLの主列巴は二条親と同じく長己となり,
ただその側列花は V-U-テp型で,部分可稔性を示した.F2では二条型と六条型のそれ
ぞれの群で長だと短だ型が分離し,その分離比は9.･3:3:lに適合した. したがって,
HIHの短だ遺伝子は粂性とは独立の迫伝をすることが認められた.
次に,坊主品種との4交雑についてみると,Flでは何れも側列無空 となったが,主列
だ長について無だ型の親,石川坊主や白抄-大治1との Flは行Iit,また中長だ型の大原
坊主や早木骨2号との Fl雑駁 ま長だとなった.これらの F2世代では側列撫E型とITT･通
の六条 (側列有だ)型とは何れも3:1の比に分離し,側列だ発育を抑える7単一の迫伝1-
が坊主品種にそれぞれ含まれていることがわかった.
しかし側列無だ個体群内ではいずれの交雑でも主列だ長に関して変異が大きく,群内に
おけるだ塾の細区分は困難で,F3以降の後代調速が必要であることが認められた.これ
と異なり,普通六条 (側列有Lt)型分離個体群では,石川坊主との雑種以外ではいずれも
長Lt型と粒だ型の分離が判然と認められ,およそ3:1の比に現われた.なお興味がある
のは,石ノ帰Jj主との F2雑種ではすべてが得だ型で.全長巴の個体は 1胴体も生じなかっ
たことである.このことは bそらく石川坊主に HIHのもつ短だ氾伝子と同じ迫伝了･が含
まれているためと解釈される.
3. 第3実態-短菅遺伝子を含む坊主品種の横出
第3実験は,どのような亡型の坊主,.7屈 が,いわゆる "坊主"迫伝丁のほかに短だ迫伝
子を含むかを知る目的で行った.材料として,Table6に示すように,主列と側列だ長に
ついて一連の変異のある14の坊主品位を題び, これらに普通六条長巴の夏大根変を交雑
し,各品種および Fl雑種の示す主列および側列だ長を州足した.続いて,F2世代におけ
る坊主型個体および皆通六条型個体群における長だおよび短空の分雄の状況を調食した･
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Table6, SegregationinF2 generatIOnOfdLfferentawnedtypeplantsinthe
crossesoffifteen"bozu"varietiesdlfferiTlgincentraland lateralaW n
lengthswithalongaWnedsix-rowedvarletyNatsudaikon一mugl
Awれlength F2Phenotypes
Parental‖Bozu"
variety
Sakaiwa
Rolくkaku27
Covered5
(Haeml.Korea)
Nagashikl
Rokkaku
Hayakiso2
80-0chi
Jugmobori
lkei4
central lateral
21.5(5-36) 0.7(0-7)
30.8(13-43) I0(0-3)
386(29-52) 06(0-4)
62.2(54-71) 1.7(0-10)
57,5(37-87) 0.I(0-3)
65･4(47-96) 0･3(0-4)
68.5(45-90) 3.9(0-16)
707(39-108) 39(0-17)
Jungbori 72･2(51-92) I6(0-7)
Okayama 72,9(37-108) 1.5(0-4)
SeLlngmaeg2 73.3(52-92) 0.02(0-1)
(Hwangyan,Korea)
"Bozu" Normaltype
long-short-
aWn awれ
Total x2 P
210 44 26 280 5.505 .ト.05
180 43 】0 233 1.62L 5-.3
?
?
???????
??? ?????????? ??????? ?? ????
?? ?
??
??
?? ? ???? ? ?????? ????
1kei13 92.2(70-113)203(0-65) 165
1keilO 94.5(88-104)32.3(8-52) 274
Zairaりunkei84 1058(83-115)26.3(10-58) 147
??????????????
? ?
???? ?? ? ? ? ?? ?? ??? ? ? ? ?
Table6に示された結果によると, どの交雑の F2でも坊主型と普通巴の六条型とが
3:1の比に分赦したことが認められ 従って,どの坊主品柾も側列空の発育を抑制する
"坊主"泊伝千 1対を保有することが推知される.
ところで.14交雑中10交邦では普通だ個体はすべて克巳型のみであったが,表の最初
に記された4品種,坂井輪六角27,皮麦-5(韓国海美産),長政および六角,との交雅
では,普通Lt型の中で長亡のほかに短巴の個体の分離が認められ.個体数が少ないので明
確ではないが,大体長Lt:短巴の分離比は3:1であると推定される.なお,これら4晶
種の特性をみると,主列-LAt長が21.5-62.2mm と,他の10品掛 こ比して概して短かい
ことがわかる.したがって, lJ木骨 2号のような例外もあるが,大体主列だ長 60mm 以
下の坊主品種には劣性短だ退伝子を含む可能性があるものと推定できる.
考 察
第1実験では主列長だ ･側列無ピ型の坊主晶概穂長日と,主 ･側列ともほとんど無L塾
の坊主品種 ArllngtOnaWnlessを用いてそれらのだ穂型の迫伝をしらべ,両unuEJiの特性
はそれぞれlつの不完全陵性の遺伝子により決定されることを確かめた.そして,それら
の退転子はともに V(六条普通の長だ),I′l(deficiens長だ)および Ih(二条の主列無だ
遺伝子)と域対立することを示す結果を得た.
この両妨工品掛 ま赤藤 (1947,1948)が主側列だ長の池伝実験に供用したものの後代で
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あり,われわれが本実妹で得た結果は,赤勝の報告とは表現の要領については著しく異な
るが,その内容 (表現型)についてはよく一致しているといえる.従って,租長白のピ型
支配泊伝子を72Z2,ArlingtonawnlessのそれをZJI.とみなすことができる.ことにJ.A.jt
者は復対立退伝了とされているから,迫伝了･記号命名規約によれば I2I之とI4Z4とすべ
きであり,以下この記号を用いることにする.
ところで,従来の研究の項で述べたように,この両LJJ主塾の退伝については,赤藤 (1947,
1948)以前にもまたそれ以後にも研究が行われ.しかも相同検定を行うことなく,それぞ
れ異なる遺伝子記号が与えられている.そ′トLらを要約すると次裏の如くである. この表
亡 塑 材 料
主列長亡･ nudihaxtoni
側列軸だ nLldihaxtonl
祖 艮 白
(Nogenashi)
-F.側列とも Al~lingtolaWnless
･無亡 Arllnglonawnless
Arlingtonawntess
ArlingtonaWnless
(≒H.interned.haxtonl)
dundarbeyi
Wong
退 転子 研 究 者
Ⅳ Glinyany(1937)
lr Leonard (1942)
JZ 赤 藤 (1947)
I(+A+E) Tkeno (1917)
???
? ? ?
? ィ
?
? ? ? ?
Park (1923)
Litzenberger&
Green (1955)
Schulle (1955)
赤 藤 (1947)
lh+h+(-uz) Schulte (1955)
lh Schulte (1955)
AwnlessC.7.5631 1h+lk.+ Myler (1942)
NogerlaShi I+a*+e* lkeno (1925)
*全短だ迫伝子
で,主列長だ ･側列無だ型の場合,長だ/■て条に対し不完全極性の1退伝了で 同じような表
現型を与える点から,どの研究者もおそらく同じ退転丁を取扱っているものと推定してよ
いかと思われる.一方,主 ･側列無だ型については,単一の坊主遺伝了･,あるいはそれと
短だ遺伝子が1つあるいは2つ共存して発現される場合があり,すべての坊主遺伝子が同
じであるとはいえない.しかし,Parkの Sや Schulteの Ikは赤藤の I4とr-L･】じ追転子
を取扱っていると考えてよいかも知れない.この考えの当否については問題があることは
かめないが,現時′射こおいては止むを得ない推定といえるであろう.
さて,この前投にたって,どのような過伝子記号を与えるべきかの問題が生じるが,そ
れに先たち,各坊主泊転子相互臥 および坊主迫伝子と粂性迫転子との開床について考察
の必要がある.
三宅 ･今井 (1922)や赤勝 (1947,1948)は側列ILL=や主列巴の発育抑制に与かる若干の
坊主迫伝子はいずれも複対立していることを報告している.われわれも多くの坊主品種相
互間交雑のF.や F2ではいずれの個体も側列だが発育せず,それらの坊主迫広子が同一
迫伝子座にあることを示唆する結果を得ている.
坊主迫伝子と粂佐治伝子 (V,V,VEなど)との関係についての研究は少ない.一般に.
坊主遺伝子の研究は六条の長だまたは三叉だ晶擬と坊主品種との雑種を用いて行われ 坊
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主迫転子を普通だ六条の側列巴や主列巴を抑制する冶伝子と見なすものが主で,粂性追伝
子そのものとの関掛こは余り深い考慮が払われていなかった為である.それでも2,3の
報告中に次のような,含意の多少異なる見解のあることが指摘できる.第 1は Leonard
(1942)の練合で,坊主品種 nudihaxtoniの池伝子構成を Irlrvvとし,Lrlrは普通
己の六条 vvに特炎的に働く池伝子であると述べている.なお,この晶唖と二条品唖との
交雑のF2とF3試験を行っているが,粂性とIrとの関係については全くふれていない.
しかるに,Roberlsonら (1944)は,LeonardがLrlrとVvとがIR全逓鎌しているこ
とを見出したと述べている.また,三宅 ･今井 (1922)ち,凝々のlJ71壬品範と二条長だ型
r甘一種との交雑のF2分離の祝賀から,粂性退伝子と巴の抑制迫伝千 (妨j=迫伝子)とは完
全連鎖していると述べている.この問題に接近する方法として,二免無Lt(inerme型)
系統と六条長だ品種との交雑について研究するのは有効である.Schulte(1955)はこの
種の交雑のF2をしらべ,無巴遺伝子対 Lklkと粂性辿伝子対 Vvとの間に,僅かながら
親品観と異なる組換え型の出現を認めた. しかるにその結論としてLklkとVvは完全
連鎖しているとし,組換射阿体の出現が奨験における過誤 (他殖)によることを暗示する
記述が行われている.Robertsonら (1944)は Englawnless(二条無だ)と六条長t=の
3品種との交雑の詳抑な研究から,無だ退伝子対Lklkと粂性迫伝子 Vvとが完全連鎖し
ていることを示した.そして,この Lklkと,LeonardのPJ]らかにした側だ抑制迫伝十
Lrlrとは複対立するものと考えられると述べている.一九 われわれは本実験で,lt坊
主"過伝子が粂性迫転子 V,VLや二条無だ迫伝子 Ihと校対立することを示す結果を得
た.もっとも,完全連銭といい,複対立といっても,各交雑組合せにおける雑種分離の結
果そのものは全く異なるものではない.
さて,われわれは本文中で,屡々はっきりした定義を与えずに It坊主"遺伝子という表
現を用いたが,これには二通りの考え方がありうる.第-は,従来多くの研究者がとって
きた考えで,この遺伝子はたんに六条種がふつう発現する側列や主 ･側列芝の伸長を抑制
する作用をもつ巴う史伝子であるとする.第二は,この t坊主"退伝子自体が坊主品祉特有
の巴や小樽を発現する,すなわち,主 ･側列の小柏の完全な稔性をもたらし,同時に側列
だあるいは主 ･側列tだの伸長を抑制するものと考えるものである.その何れの場合も六条
遺伝子 Vは主 ･側列小租の稔巽化と-E長の伸長作用を持つことを前提としている.それ
で "坊主造伝子"が粂性泊伝子と復対立するとすれば,lrとか Ikという対立迫伝丁が同
一逓伝了座の Vの作用の一部を調整するということはありえない.従って Irや Ikが V
と同じく顕花と巴の発育を同時支配するという第2の考えの方が合理的であるといえる.
この基礎から,払主池伝子を V-V池伝子系列の中に加え,それにふさわしい退k･子記号
を与えることとし,従前の記号を次の如く改めることを提唱する.
拙iir白の 72(赤傭1947,1948)や nudihaxtoniの Ir(Leonard1942)を V/Y,また
Arlingtonawnlessの I4 (赤藤,1947,1948)千lk(Schulte1955)などを vlkとする.
さらに,これに倣って,Englawnlessの Ik(Robertsonら1944))や本研究に用いた
inerme23のもつ二条無だ泊伝子を Vl･とする.
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摘 要
坊主オオムギは側列だが主列巴より異常に短かい 1群の六条晶柾であるが,それらの品
種間には主列や側列の巴長に大きい変異がある.その うち若干の種掛 こついてはすでに詳
細な退転研究があるが,われわれは坊主ムギの変異全般の遺伝様式を総合的に理解するた
め,この研究を始めた.本報では今までに行った3つの実験結果を取扱う.
第 1突放は Table2の5品種のうち,赤頗 (1947,1948)の供試 した坊主品種,(1)穂
長白 (主列長だ,側列無だ)と(2)Arlingtonawnless(主 ･側列とも無だ)を片親に,
粂性と1:型の異なる他の3品種と交雑し,それらの F2と F｡におけるだ秘型の特性の分
離を調べた.それらのF.難敵 ま何れも概して両親の巾RF3LJの1-穂型を示 したが,F｡世代で
両親と同じ型を示す固定型と- テ ロの分離遡とが 1:1:2の比に分舶することが 認めら
れ, 両親の巴と穂 (粂性)の特性の組換え型ほ 全 く生じなかった (Table4A,B).従っ
て,2坊主品掛 まともに不完全鍵性の 1退伝子を持 ち,(1)軸鼻白のは ∫2(赤藤)や Jr
(Leonard1942)と,また (2)Arlingtonawnlessのは P(赤藤)や Ik(Schulte1955)と
同じ迫伝子と推定された.さらに両退伝子とも,Li粂長だ (V),deRciens長芭 (Vl)および
二刺 状=巴 (Robertson ら1944の Ih)と複対立するものと見なされた.その結丸 坊主迫
伝子はその品種の柳生である側列可稔 (六条)性と同時に側列や主 ･側列の亡長jqJ制作用
を発現するものとし,(1)の品柾の出伝了･記号として V/r,(2)の品種の記号として vlkを
用いることを捉唱した.さらに,二条で撫ti:の退伝子は Vlk とした.
第 2実験では半LL一型系統 HIH との F2雑種の分離飛盤から,その側列短だ ･主列車-tL
とい う相生は単劣性迫伝羊によるもので,坊主品種の一つ石川坊主はこの短だ遥伝子を含
むことを知った (Tables).さらに第 3実験では 14の坊主品種と長芭六条品種との F2難
掛 こおけるE型の分離調査から,側列無巴で,主列だ長 20-60mm の4品種は何れも1
つの劣性短芭退伝子を含むことを知った (Table6).なお,第 2,第3突抜の結果は供試
した坊主品種がすべて単一の坊主謹i伝1-を保有することを示 した.それらの迫伝子の巴長
への作用の解明は今後の研究を必要とする.
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Studieson Classification and Inheritance ofBarley
VarietiesHaving AwnlessorShorter-awned
LateraISpikelets(Bozu Barley)
l工.Modeoflnherl[anceofspikecharacterlSticsof
bozL1barley-1
RyuhelTAJく^‖ASトIlaldJlrOHAYASm
SumTMry
PrevjoLISilVeStigationslaVeShownthatagroupois▲xイOWedbarleyculLIVarS
withawnlessorshorter-awnedlaterals(bozubarley)varledconsiderablyinthelengths
oftheircentralawnsIAsel･iesofstudieshasalsobeenmadetoelucidatethegenetic
system controLlingtheawnvariationOfbozucultlVarS.Thispaperpresentstheresults
ofthreegeneticexperiments.
The Rrs[experimentwasplanned 【O reconRrm thegel-etic resultsshown by
SyakLldo(1947,1948)fortwobozuvarleties,Honai,aShiroandArlingtonaⅥ′nless,and
especialytofindouHherelal10nShipamong thegenesl･eSPOnSibleforspikeandawn
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charactersofthesebozuvars､vlththeaHeJesvu,VLVL,andlkLkforSIX-rowed,deRcJenS
andtwo-rowed-awnlessconditlOnS,reSPeCtlVelv.Thetwobozuvarswerecrossedeach
tothreevarietieswhichwerenumbered3,4and5inTable2.andsegregationofawn
andsptkecharacterswasinvestlga〔edintheirF2andF,generaいonsoftheSIXCrosses,
TheFIPlantsderivedfromthesixCrossesCOuldberegardedtobealmostIntermediate
astospikeandawncharactersbetweentherespectiveParentalvars(Table4A).In
eachoftheF2generations,thereappearedonlythoseplantsvery similartotheirre-
SPeCtJVeParents(PlandP2)ortotheF.,withoutanyrecombinantform whlChhasa川n
andsplkecharactersinvolvedinthedifferentparents･ThenumberofFZgenOtyPeS.aS
determinedby[heFaProgenytest.Provedt0月tweltoa1(Pl):2(FL)‥1(P2)segrega-
tionratiolnalcases(Table4B).
Theseresultssuggestthatboth aleles(presumably identicalwith I2 and P)
involvedinHonagashiroand Arlingtona､vnless,respectively,determinenotOnlythe
speci汽cawntypesbutalsofertJlityoflateralflorets(SIX-rOWedness).andfurtherthat
theyareallelicto vu,VLVLand lklhfortwo-rowed-aWnlessnessby Robertsonetal.
(1944)･Basedonthefactsthusdisclosed,andalsooncarefulcomparisonofourresults
withthosepresentedbyseveralotherauthorswhousedsimilarrnaterials,thefolo､V-
1ngnewgeneSymbolswerep1-OpOSed:
vh-(HonagashlrO)forI2(Syakudo1948)andlrlnnudLhaxloni(Leonard1942)
uLk(Arlingtonawnless)forI4(Syakudo1948)andJk(Schultei955)
VLk(inerme23)forlhinEnglawnless(Robcrtsonetal.1944)
In日leSeCOld experimentagenicanalysISWasmadeuslngSevenCrossesWltl
aSIX-rowedcultlVar,HIH.whichwaslateralyshorトaWned andcentraHymedium-)ong
awned.andhencelooked lkeaktndofbozuvar)ety.TheresultsIndicatedthatthe
aWntypecharacteristlCOfHIHWasduetoaslngle recessivegene,andthatthesaid
genewasinvolvedalsoinanaWnlessbozucultivar,IslikaWabozu(var.dmdar-beyi).
Thethirdexperimen亡wasdone亡oelucidatewhatkInd orbozuvarsgenerally
involvesshort-awnedgenebesidessomekindofbozugene,FourteenbozuvarsdlFfer-
1nglnCentralawnlelgthrangingfrom 20lolOOmm,aslistedlnTable6,werecrossed
toalong-awnedsix-rowedγar.NatsudalkonMugl,andtheF2SegregatlOninthesec1-OSS-
eswasstudled.AsinglerecessivegenefortheshortaWn WasprovedlobeInvolved
onlyinthosebozuvarshal′ingacentralawnasshortas60mm orless.
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